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ESD-J 活動 2019 年までの沿革 

   ●国連         ●国の政策       ●NGO/ESD-J の活動    ●企業・市民 

■提案・準備の期間 （2002 年～2004 年） 

●2002 ヨハネスブルク・サミットで日本政府と NGO が DESD を提案 

●2002 国連総会にて採択 ●2002ESD-J 設立準備会発足●2003ESD-J 設立総会   ●参加 

■国連持続可能な開発のための 10 年（2005 年～2014 年） 

●2005 関係省庁連絡会議を内閣に設置 

●2006 年 DESD 国内実施計画決定 

●2006-2008 環境省の ESD 促進事業（14 モデル） 

●ESD 国連フォーラム 2008 開催（国連大学）    ●ESD 促進事業受託 

●2009UNESCO ボン会議（ESD 中間評価） 

●2011 年 DESD 国内実施計画見直し 

■10 年キャンペーンの最終年（2014 年） 

●UNESCO 世界大会（名古屋国際会議場）      ●ESD 世界の祭典    ●ESD 世界の祭典 

●GAP on ESD の採択・開始            ●ESD-J 政策提言    ●ESD-J 政策提言 

■ポスト DESD・SDGｓ （2015 年～） 

    ●国連 SDGs の採択 ●2016 年 GAP 国内実施計画決定 

  

●2016ESD 活動支援センター立上げ 

●2017 地方センター立上げ 

●2017 地域 ESD 拠点登録開始 

 

SDGs×ESD レポート   Vol.1 

日本の ESD の取り組みは、2002 年のヨハネスブルグ・サミッ

トで DESD を提唱した民間組織である ESD-J が政府のカウ

ンターパートとして、協働で ESD を推進するといった特徴があ

り、他国に類のない先進的な取り組みでありました。 

2015 年の国連持続可能な開発サミットで採択された

SDGs（国連持続可能な開発目標）は、ESDが実現を目

指した社会の在り様を、具現化したものです。 

この目標を達成するために、世界の 

課題を自分事として捉え、行動する 

人を育む ESD は、SDGｓ達成 

に向けたエンジンであり不可分な 

ものです。 

 

ESD-J 代表理事 阿部治 

 

DESD10 年の後継プログラムとして、具体的で実践的な

GAP（グローバル・アクション・プログラム）が、ユネスコ世界教

育会議で採択されスタートしました。初期の 5 年（2015-

2019）を経て、今度は SDGs 目標と同じ 2030 年を目標

年とした、新しい GAP が始まります。 

本来 ESD は、包括的なアプローチに対する提唱であるにも

関わらず、とかく教育の現場では主題として扱われてしまい、

なかなか浸透しづらい側面がありました。 

しかし、包括的な SDGs 目標が 

設定された今、ESD はすべての 

SDGs 目標達成に向けた原動力 

となる重要な役割を担っている 

ことが明らかになりました。 

ESD と SDGs は切っても切れない 

パートナーなのです。    

         ESD-J 代表理事 重政子 

受託 



 

 

2018.4~2019.3 
地域 ESD 拠点は 75 拠点に！ 

ESD活動支援センター 
2018 年度における ESD 活動支援センターの主な活動

は、地域 ESD活動推進拠点（地域 ESD拠点）の量的
拡大、質的拡充を目指すものでした。2017 年 11 月に登
録を開始した地域 ESD拠点は、2018年度末には 75拠
点にまで拡大し、それぞれの活動を推進しています。2018
年 11月／12月に東京で開催された ESD推進ネットワー
ク全国フォーラム 2018 では様々な
拠点の活動を紹介することにより、
地域 ESD 拠点に対する理解の促
進を図りました。その他、2018 年
度には消費者の賢い選択（エシカ
ル消費）に関するセミナーの開催、
海外通信員による海外の ESD の
紹介などを始めました。 
 
岡山市 ESDコーディネーター研修を開催 
この業務は、岡山地域「持続可能な開発のための教育」

推進協議会（事務局は岡山市市民協働局 ESD推進課）
からの委託業務です。「岡山ESDプロジェクト2015-2019
基本構想」の重点取組分野に掲げている「人材育成」の一
環として行う「ESD コーディネーター研修」の４年目で、
ESD-J は第１回目から継続して受託しています。2018年
度は、「実践事例から学ぶ ESD 企画書のつくり方」をテーマ
としました（実践事例は福祉関係を取りあげた）。受講生
は約 20 名で、岡山市勤労者福祉センターを会場に行いま
した。研修は、３回の集合研修（11 月 22 日、12 月 6
日、1月 17日）と個別相
談会（12 月 14 日等）
で構成しました。特に個別
相談会は充実した成果物
の作成、一人一人のスキル
アップに大きく役立っていま
した。 

 

『ジオパーク×ESD』ESD車座トーク 
開催日：2018年 6月 17日(日) 

総会終了後、ジオパークの専門家の方々をお招きし、
ESD 車座トーク『ジオパーク×ESD』が開催されました。ジオ
パークは地域の自然や人材を活用した持続可能な地域社
会づくりに取り組むプログラムの１つで、今年４月に「伊豆半
島ジオパーク」がユネスコ世界ジオパークに認定されました。
ジオパークは地質学的な価値だけを取り扱うのではなく、その
土地の成り立ちやそこで形成されてきた人々の歴史や文化、
食べ物や飲み水といった多様な側面を知り、持続可能な地
域づくりを目指しています。ESD ではこれまで様々なテーマや
手法で持続可能な社会につ
いて学び、イメージしてきまし
たが、地域における持続可能
な開発の具体的な事例とし
てジオパークの活動はとても参
考になりました。 

『いきものげんき×わたしもげんき』 

グリーンチャレンジデー201８in新宿御苑 

開催日：2018年 9月 29日(土)、30日(日) 
今年も、ESD-J は、環境省環境教育推進室のブース出

展の企画・運営を行いました。台風の影響もあり、2 日目の
開催は中止となりましたが、あいにくの空模様にもかかわらず、
多くの来場者の方が環境省環境教育推進室のブースを訪
れて下さいました。今年は、『いきものげんき×わたしもげんき』
というテーマで、身近な買い物から生きものの繋がりを体感で
きる参加・体験型ワークショップの企画を行いました。毎日の
買い物が、めぐりめぐって生態系に影響を及ぼしていることを
学び、逆に生活者の消費行動から生き物の保全に影響を
及ぼせる事を提案する展示を考えました。子供たちの大好
きな動物など生きもののクラフトワークを通じて、子供も保護
者も一緒になって生きものの生息している環境と自分の出
来ることを考える場を提供しました。ボランティアスタッフとして
参加してくれた大学生、ガールスカウト日本連盟の高校生
～成人の方々、こどもエコクラブしろくまキッズのみなさんが、
ブースの来訪者たちに丁寧に作り方を教えたり、好きな生き
ものについて話を聞いたりしながら楽しく生きものについて学び
合いました。 

 
 

『審査員 ESD-J特別賞』 
第 7回イオン・エコワングランプリ 
開催日：2018年 12月 8日(土) 

公益財団法人イオン
ワンパーセントクラブが主
催する「学校でエコ活動
をしている高校生のため
のコンテスト」が開催され
ました。最終審査会と
表彰式に ESD-J理事
池田満之氏が出席し、
審査員 ESD-J特別賞に「岡山県立津山工業高等学校
工業化学科～竹の有効利用～」が選ばれました︕ 
（受賞結果：http://www.eco-1-gp.jp/topics.html） 
 

その他 会議 

その他、理事会（第 1 回 5/29、第 2 回 6/17、第 3
回9/22、第4回2/10）、理事懇談会（6/17、.8/14、
11/3、12/5）、2018年度通常総会（6/17）を開催し
ました。 

ｲｵﾝ 1%ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより抜粋 

http://www.eco-1-gp.jp/topics.html


ＥＳＤ活動支援センター 

2019 年度はグローバルアクションプログラム
（GAP）の最終年に当たり、国際的にも
GAP後継枠組みに関する議論が進められてい
ます。ESD は、SDGs の達成のための人材育
成を担うとの世界的な認識を踏まえ、ESD 活
動支援センターとしても、昨年度まで行ってきた
各種の活動を引き続き推進するとともに、これ
までの活動成果をレビューし、2020 年以降の
ESD 推進に向けた枠組みの構築を図ります。
また、環境教育促進法に基づく基本方針の改
訂を踏まえ、体験教育の推進に向けた取り組
みを強化するとともに、国際分野における情報
発信機能を強化します。https://esdcenter.jp/ 

  

ESD CAFE TOKYO 開催します！ 

「ESDのこれからについて、多様な世代と話し合う場をつくろう」という思いのもと始まりま
した 。第 1回は、ESD-Jを設立し、「国連 ESDの 10年」共同提案の当事者でもある
阿部代表理事、第 2 回は、ガールスカウト日本連盟元教育部長でもあった自然とキャン
プが大好きな重代表理事を迎えました。 
そして、今年度は 5月 18日（土）に第 3回 ESD CAFE を開催します。イタリアの

レッジョ・エミリアで現地研修をしてきた社会福祉法人にじのいえの平山雄大さんの話を聞
きながら日本の教育分野に欠けている部分やこれからの教育に活かしたいことを皆で考え
たいと思います。今後も ESD の認知度の向上と取り組みの深化を図るため、各地域や
専門分野、企業で活動をされている方をお招きする予定です。会員の皆様からの提案
なども随時受け付けておりますので、お気軽に事務局までお問合せ下さい。 

ニュースレターをお届けします 

会員の皆様へ事業実施状況やイベント情報を、ニュースレ
ターを通して報告します。そして事務局周辺の西日暮里のお
すすめのお店などお伝え出来ればと思っています。発行回数
は年 4回を予定しております。 
お楽しみに!!  

理事会及び通常総会を開催します 

今年は 3 回の理事会、そして 2019 年度通常総会は
2019年 6月 23日（日）に開催します。通常総会には、
正会員の皆さまは出席をお願い致します。また、総会終了後
は ESD車座トークを下記の通り開催します。皆さまお誘い合
わせの上、ご参加ください。お待ちしております。

2019.6.23（日）総会終了後 15 時～ 
羅臼町教育委員会が実践する「知床学」の取り組みを羅臼町教育委員会の金澤裕司さんをお招きして発表していた

だきます。「知床学」では、知床の豊かな自然環境や歴史・文化を学び、子どもたちが自分たちの住む地域の魅力を知
り、誇りを持って暮らしていくためのプログラムがデザインされています。小学校から高等学校まで貫いた学習プロ
グラムは、役所、観光協会、漁業組合、地元企業等と連携し、体験型
の学習プログラムとなっています。これらの学習を通じて発見され
た地域課題を、自らの課題として捉え、解決し、持続可能な地域を作
っていくための行動に転換していくための知恵を皆さんと一緒に考
えたいと思います。 

■開催時間︓15:00～17:00 
■会場︓日能研ビル 6F（東京都荒川区西日暮里 5-38-5） 
■参加費︓無料（定員 30名） 
車座トーク終了後は、懇親会を予定しております。 
申し込み方法につきましては別途ご案内します。 

2019 年度ユネスコ活動費補助 
SDGs 達成の担い手 (ESD)推進事業 採択！ 

過疎高齢化が進む日本の地域社会の典型として、漁業が低迷し人口の
減少に悩む北海道羅臼町を取り上げました。知床の自然環境や歴史、文化
と現在の課題を、幼小中高を貫く教育課程『知床学』を、羅臼町教育委員
会や地元企業と連携して PBL として開発・実施。そして、地域に愛着を持ち
SDGs達成の担い手を育てる教育のモデルを開発し、全国に発信します。 
今まで「知床学」を通して、児童・生徒はこれらの学習を進めることで、地域

の抱える様々な課題に気づいてきたが、 その気づきをもとに自ら行動を起こし
たり発信したりする力が十分に育っていませんでした。そこで、その気づきをもとに
自ら課題を追究する PBL を SDGs と結びつけて行い、町に提言したり行動を
起こしたりすることを通して自分たちの可能性を認識し、やがては SDGs 達成
の担い手となる若者を育成することを目指します。http://urx.space/QDTC 

    

https://esdcenter.jp/
http://urx.space/QDTC


        企業インタビュー   日能研 代表 高木幹夫さん 

 

ESD-J の活動を支援してくださっている会員企業に順にインタビューをしていく企画をスタートします。第 1 回は、日能研の高木幹夫

代表です。年度初めの多忙な折、スケジュールを何とか割いて頂き、新横浜にある日能研本社ビルの「木の応接室」を訪問しました。

DESD*1 を経て、SDGs*2 達成に向けた ESD のアプローチの在り方と、日能研が育みたい生徒像についてお話し頂きました。 

 

(1)SDGs 目標に向けた ESD のアプローチ 

日本の DESD は、ESD 活動の結果を成果として評価してし

まったために、多くの活動事例は生まれましたが、本来 ESD が取

り組むべき「人づくりのプロセス」は、あまりハイライトされませんでし

た。改めて言うまでもなく、ESD は教育であり、そのもっとも重要

なエッセンスは、起こった現象（結果）ではなく、人づくりのプロセ

スにある。 

近年のアメリカの教育現場は、プロセスを評価する形成的評

価（Formative Assessment）へ移行してきている。そうしな

くてはならない状況へと社会も変化している。ところが、日本の教

育の世界では、受験システムにしても、相変わらず素点・得点が

主流を占めている。 

バブル以降、どんなに頑張っても前年比マイナスの中で頑張る

社員を評価するしかない現実と向き合わされた企業は、結果に

よる評価ではなく、プロセス評価へ視点を移行する機会を得た。

しかし、学校社会は、そういった洗礼を受けないままに、現在を迎

えていることが起因している。 

2014 年に DESD が終わり、国連 SDGs の波がやってきた。

学校も企業も、目新しい頃は SDGs の取り組み番号を掲げて

満足していた。実際にはどのゴールも容易に達成できるものはなく、

様々な課題が複合的に絡んでいて、ホリスティックなアプローチか

らしか未来を切り開く道がないことに気づき始めている。 

(2)活動の中心にいる子供を育てる 

日能研の強みは、いつでも方針を変更したいときに、変えるこ

とができる身軽さと、それに応えるスタッフの存在にある。それは、

学習塾でありながら、単に望む学校に入学できる学力をつけるに

留まらず、ESD の視点をもち続けているという自負がある。 

日能研の卒業生たちが進学した先の学校において、勉強でト

ップクラスにいたら、それはそれで嬉しいと思う。けれども、それより

も生徒会活動や部活動等の学校生活の中心にいて活躍する

子でいてほしい。そういう子ども達を育み続けることが、何よりも喜

びと感じる。 

 

高木幹夫 プロフィール 

日能研 代表取締役、日本の実業家。日本教育カウンセラー

協会認定教育カウンセラー、MFA（Medic First Aid）インス

トラクター、UCLA ファウンデーション理事。 

著書：『問題は、解いてはいけない。』（サンマーク出版）、『予

習という病』（日能研共著）（講談社現代新書）他 

 

*1：ESD の 10 年：Decade of Education for Sustainable 

Development 

*2：Sustainable Development Goals 

 

 
 

■編集後記 

2019 年は、ESD 活動支援センターが立ち上がり、本格的な全国ネットワークによる活動がはじ

まります。元号が平成から令和に変わる今年度に、ESD-J の会員ニュースレターを再開します。 

取り上げてほしい記事や、ご感想、ご意見等、どうぞ事務局までメールでお寄せください。 

 

 特定非営利活動法人持続可能な開発のための教育推進会議 

〒116-0013 東京都荒川区西日暮里 5-38-5 日能研ビル 201 T:03-5834-2061 F:03-5834-2062 

◎会員募集中：正会員（10,000 円）、準会員（3,000 円）詳しくは WEB サイトをご覧ください◎ 

第 1回 
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